
礒松中学校の桜街道の桜も、つぼみを少しずつふくらませ、春の

準備を進めています。本日、多くのご来賓の皆様、保護者の皆様の

ご臨席を賜り、第４２回卒業証書授与式を挙行できますことを、厚く御

礼申し上げます。 

 

  さて、１７９名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。覚えて

いますか、１年生の時の学年スローガンを。「チャレンジ４０ｔｈ 新たな

る挑戦」でしたね。皆さんの心には入学式から今日までの思い出が

浮かんでは消えているのではないでしょうか。 

クラスメートと机を並べて学んだ３０４５時間の授業、勝利を目指し

て力いっぱい戦った運動会、クラスの誇りをかけて挑んだ合唱祭、沖

縄の自然・歴史・文化を学んだ修学旅行、仲間とともに汗と涙を流し

た部活動。 

思えば、皆さん４０期生は「学校や地域のために何かしたい」という

熱い思いをもった学年でした。新入生のために校舎のかべの落書き

をきれいに消したり、地域の方の力を借りて壁のペンキ塗りに取り組ん

だり、地域の行事へのボランティア参加にもとても積極的な皆さんでし

た。何より、本当に気持ちの良い挨拶ができる学年でした。いろいろ

なことに挑戦した皆さんの姿は、在校生にとってのよき目標となるので

す。 

 



今日は卒業式、皆さんに私からお話をする最後の機会となります。

これからの人生で大切にしてほしいことを、二つの物語として、はなむ

けに贈ります。 

 

ひとつめは、ダイヤモンドの物語です。 

この地球上でもっとも固い物質はダイヤモンドです。天然のダイヤモ

ンドは、地下２００キロの深さで、１４００度の高熱と６０キロバールの圧

力によって、長い年月をかけて作られます。人間も同じです。ストレスに

耐え、試練に打ち勝って、心の強さは作られるのです。楽な道ではな

く、自分を鍛える道、自分を成長させる道を選択してください。 

そして、地球上でもっとも固いダイヤモンドを磨くことができるのは、同

じダイヤモンドだけです。人間も同じです。人は、人との関わりの中で

傷つき、磨かれ、成長します。磨き合う「よきライバル」を得てください。

「あいつには負けたくない」、または「あいつががんばっているから自分

ももう少しがんばろう」と思うのです。その意味では、今ここに並ぶ１７９

名も「よきライバル」です。将来、困難にぶちあたってくじけそうになった

時、空を見上げて、「どこかの空の下で同級生のあいつもがんばって

いるんじゃないかな」と思い、勇気を出して、また現実に立ち向かってく

ださい。 

 

 



もうひとつは、「渡り鳥」の物語です。 

渡り鳥は、毎年、海を越え、約４０００キロの距離を移動し、その際、

V 字形の編隊を作って飛びます。 それにより、先頭の鳥が風の抵抗

を受け、後ろの鳥はその上昇気流を利用して、少ないエネルギーで

飛び、海を渡ることが可能になります。群れの中で、先頭の鳥は定期

的に交代し、疲労を分散させています。そして、力尽きた仲間が出た

時には、海の中の岩場に数羽で降りて羽を休め、新しい V 字編隊を

組み、再び日本を目指すのです。 

「よき仲間」を作ってください。ひとりでできることなど限界があります。

これからの人生で、学校で、職場で、それぞれの世界であなたを助け

てくれる「よき仲間」を作ってください。そのためには、まず、あなた自身

が誰かの力になれる「よき仲間」であってください。 

そして、家族を大切にしてください。皆さんは、今は、家族の中で守

られている存在かもしれません。家族という V 字編隊の中で、列の後

ろを飛んでいるのかもしれません。でも、いずれは皆さんが家族を支え

たり、新しい家族を作ったりして、V字編隊の先頭を飛ぶ日が来るので

す。その時に備えて、いろいろなことに挑戦して力をつけてください。 

 

２０年、３０年もたてば、君たちの世代が社会の中心となります。「若

者に未来を託す」、そうやって人は歴史を作ってきました。その時に備

えて、自分を磨き、ライバルと高めあい、仲間をつくってください。 



 

終わりになりますが、保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめ

でとうございます。三年前の入学式から、三年間１０６２日の時間が

流れました。長いようで短かった日々、感無量のことと思います。この

間、本校の教育活動の全てにわたり、御理解と御支援をいただきまし

たことに対し、ここに厚くお礼申し上げます。 

そして、卒業生の皆さん、この世界には、あなたのためだけに用意さ

れた椅子があります。その椅子はあなたがたどり着くのを待っています。

それは、夢であったり、仕事であったり、大切なパートナーであったりす

るのでしょう。３月３１日をもって義務教育も終わりです。これからは自分

自身で考えることが求められます。目の前の当たり前のことをひとつひ

とつ積み上げて、あなただけの椅子にたどりついてください。ここにいる

全員が、椅子にたどりつき、世界の未来を支えていってくれる。そう祈

念して、私からの式辞といたします。 

令和七年三月七日       

東広島市立磯松中学校長 立 田  晃 


